
２０３０年の超高齢社会で、高齢者が健康で生きがいを持ち続け、幸せを感じられるようなサービスは何か？住み慣れた地域で、

最後まで自分らしく暮らし続けるには何が必要か？「幸せ」と「健康」をテーマに新たなビジネスの可能性を探るプロジェクトです。

そのあるべきシーンを達成するために必要なモノ・コトを産・学・官及び地域の人たちで創造し、

一般社団法人健康ビジネス協議会の会員企業が中心となりビジネス化する事業で、それらの取り組みがＨＡＳプロジェクトです。

２０２２年１０月５日 PROGRAM
14:00 ～ 14:30

14:30 ～ 15:15

15:15 ～ 16:15

16:15 ～ 16:30

あいさつ　副市長 伊貝 秀一 氏

ＨＡＳプロジェクトのご紹介

HAS 事例「エクサドン」

　公益財団法人鼓童文化財団

基調講演　赤池 学 氏

交流会（会場参加者）

ＨＡＳプロジェクトについて

１４：００～１６：３０（受付１３：３０～）

水

アミューズメント佐渡
　１階「はまなすホール」

来場参加　　　１００名

ＷＥＢ参加（Zoom）１００名

㈱ユニバーサルデザイン総合研究所所長　赤池 学 氏

講師紹介

脱炭素社会の確立に向けて林業の振興が大きなテーマとなっています。そして林業を振興するためには森林資源の利活用が

必要です。今回はウッドデザイン賞の審査委員長である赤池学氏より、基調講演で森林資源を利活用することにより地域

創生を成功させた事例や、木を使って暮らしの質を高めているもの、人の心を豊かにし、身体を健やかにしているもの等の

受賞事例を紹介してもらいます。そして佐渡の森林資源の利活用による地域創生の可能性について語っていただきます。

赤池学氏のお話の中には、佐渡における森林資源を利活用した【ビジネスのヒント】がたくさんあると思います。官民共創

による森林資源を活用したビジネスモデルをみんなで考えましょう。
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●

●

●

●

●

●

●

「ウッドデザイン賞」から学ぶ、森林資源活用最前線

望まれる、価値の連鎖と、チームビルディングの創造

「人間 (じんかん )志向調査」に見る、人々の生き甲斐

「Iターン就業体験施設」が、地方創生に教えること

東京大学「先端デザインアート学」を佐渡に招こう !!

佐渡の事業者は、ベネフィットカンパニーを目指せ !!

森のプラネタリウム「モリネタリウム」を佐渡から !!

改めて問う、Inclusive と Well-Being が意味すること

講演内容

日 程

時 間

会 場

定 員

記入していただいた個人情報は、このセミナーに関するご連絡及び、今後の一般社団法人 健康ビジネス協議会が主催する健康ビジネス関係のイベント等のご案内に
利用させていただくことがございます。

参加希望の方は、裏面の「参加申込書」を記載のうえ、

E-mail または FAX・郵送にて一般社団法人 健康ビジネス協議会までお申込みください。

●ネット環境（LAN・Wi-Fi）が整っていない場合、お客様の通信速度・料金に影響がある可能性がございます。ご注意ください。
●携帯でご覧いただく際は「Zoom」のアプリをダウンロードしてください。

申込期限：2022年9月26日（月）必着

お問い合せ先 事務局担当／関原

一般社団法人 健康ビジネス協議会
〒９５０-００７８ 新潟市中央区万代島５番１号 万代島ビル９階
ＴＥＬ.０２５-２４６-４２３３（平日9 時～１７時３０分） URL. https://kenbikyou.jp

主　催 共　催 佐渡市新潟県・

注意事項

ＨＡＳ推進セミナー佐渡

< 演題 >“木のまち”づくりから、

　　　“木の価値”づくり佐渡へ

ビジネスモデル創生の可能性を探る！ビジネスモデル創生の可能性を探る！
佐渡市の森林資源活用による佐渡市の森林資源活用による

ウッドデザイン賞：ウッドデザイン賞は「木」に関するあらゆるモノ・コトを対象に、暮らしを豊かにする、人を健やか
　　　　　　　　にする、社会を豊かにするという３つの消費者視点から、優れた製品・取組等を表彰するものです

1958 年東京都生まれ。 筑波大学卒業。

1996 年㈱ユニバーサルデザイン総合研究所を設立。 

ユニバーサルデザイン、サスティナブルデザインに基づく

商品・施設・地域開発のプロジェクトデザインを手掛け、

現在に至る。グッドデザイン賞新領域デザイン副委員長、

キッズデザイン賞、ウッドデザイン賞の各審査委員長を歴

任。 現在、CSV 開発機構理事長、新潟県立自然科学館館長、

青森県、山形県、富山県、石川県の、各ブランド委員長、

観光戦略委員等を務める。

無料
参加費

「世界一受けたい授業」でおなじみ！


